
日時 令和２年２月１４日（金）１１：００～

場所 白石市防災センター２階　会議室

１．

２． 市税（料）のスマートフォンアプリを利用した収納の開始に
ついて

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市

２月市議会定例会への提出議案について



第４３９回白石市議会定例会予定表
令和２年２月１９日～３月６日（１７日間）

月 日（時） 曜区 分 摘            要 付 記

２／１９

(10:00) 

水本会議
ﾈｯﾄ中継

開   会

諸般の報告（議長）

市行政報告（市長）

会期の決定

施政方針表明

第１号議案・第２号議案（人事） 説明、質疑、表決

第３号議案・第４号議案 説明、質疑、討論、表決

第５号議案       説明、質疑、討論、表決

第６号議案～第２８号議案（２３件）    説明

議提第１号               説明

【質疑通告締め切り（午後５時）】

(付託協議)

各常任委員会

議会運営委員会

２／２０ 木休 会

２／２１ 金休 会

２／２２ 土休 会

２／２３ 日休 会

２／２４ 月休 会

２／２５

(10:00) 

火本会議
ﾈｯﾄ中継

第６号議案～第１６号議案・議提第１号（１１件）

       質疑、委員会付託省略、討論、表決

   又は質疑、委員会付託

第１７号議案～第２８号議案（１２件）

質疑、予算審査特別委員会設置・付託

【一般質問通告締め切り（午後３時）】

２／２６ 水
休 会
ﾈｯﾄ中継

予算審査特別委員会審査
議会運営委員会
(12:30)

２／２７ 木
休 会
ﾈｯﾄ中継

予算審査特別委員会審査

２／２８ 金
休 会
ﾈｯﾄ中継

予算審査特別委員会審査

２／２９ 土休 会

３／１ 日休 会

３／２ 月休 会常任委員会審査

３／３ 火休 会常任委員会審査

３／４

(10:00) 
水
本会議

ﾈｯﾄ中継
市政に対する一般質問

３／５

(10:00) 
木
本会議

ﾈｯﾄ中継

市政に対する一般質問

【討論通告締め切り（正午）】

３／６

(10:00) 
金
本会議
ﾈｯﾄ中継

常任委員会付託議案（  件）

         委員長報告、質疑、討論、表決

第１７号議案～第２８号議案（１２件）

   委員長報告、質疑、討論、表決

議提第 号      説明、質疑、討論、表決

議員派遣の件

閉会中における委員会の所管事務調査について

閉   会

※市政に対する一般質問の日程は、質問者数の関係で１日となる場合があります。
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第４３９回白石市議会定例会提出議案件名一覧

番   号 件            名 

第 １ 号議案 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第 ２ 号議案人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

第 ３ 号議案 専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）       

 （令和元年度白石市一般会計補正予算） 

第 ４ 号議案 専決処分の承認を求めることについて（専決第２号）       

（令和元年度白石市一般会計補正予算） 

第 ５ 号議案  訴えの提起について 

第 ６ 号議案  辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

第 ７ 号議案  白石市監査委員条例及び白石市公営企業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例 

第 ８ 号議案  白石市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

第 ９ 号議案 白石市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

第１０号議案 白石市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例 

第１１号議案 白石市営住宅管理条例の一部を改正する条例 

第１２号議案  白石市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

第１３号議案 白石市公民館条例の一部を改正する条例 

第１４号議案 白石市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

第１５号議案 白石市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例 

第１６号議案 白石市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例 

第１７号議案 令和元年度白石市一般会計補正予算（第７号） 

第１８号議案  令和元年度白石市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
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第１９号議案  令和元年度白石市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

第２０号議案  令和元年度白石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

第２１号議案  令和元年度白石市水道事業会計補正予算（第４号） 

第２２号議案 令和元年度白石市下水道事業会計補正予算（第２号） 

第２３号議案 令和２年度白石市一般会計予算 

第２４号議案  令和２年度白石市国民健康保険特別会計予算 

第２５号議案  令和２年度白石市介護保険特別会計予算 

第２６号議案  令和２年度白石市後期高齢者医療特別会計予算 

第２７号議案  令和２年度白石市水道事業会計予算 

第２８号議案 令和２年度白石市下水道事業会計予算 
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（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

16,573,288 4,876 16,578,164

国 民 健 康 保 険 3,945,547 △ 183,677 3,761,870

介 護 保 険 3,928,620 △ 83,184 3,845,436

後 期 高 齢 者 医 療 434,756 △ 13,350 421,406

計 8,308,923 △ 280,211 8,028,712

24,882,211 △ 275,335 24,606,876

企業会計 （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

1,447,010 △ 12,770 1,434,240

1,995,163 2,789 1,997,952

※企業会計は収益的支出＋資本的支出

２月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金 額

30,200

令和元年度　令和２年２月補正予算概要

会　　計　　名

　　　　　一　般　会　計

特

別

会

計

水 道 事 業 会 計

会　　計　　名

事 業 名

・都市防災総合推進事業　（マンホールトイレ整備事業）

合　　　　　　計

下 水 道 事 業 会 計

なお、上記以外は事業費確定等による減額補正が主である。
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令和２年２月議会 記者会見資料 

令和元年度２月補正予算関係 

都市防災総合推進事業

（マンホールトイレ整備事業） 

担当：建設部都市整備課 

災害が発生したことにより、電気や水道が止まってしまい、家庭や避難所で水洗

トイレができなくなることで、生活や健康に深刻な影響を及ぼしたり、衛生環境が

悪化したりするなどの課題が東日本大震災をはじめとするこれまでの災害でみられ

ました。 

そのため、本市では災害時の備えとして、指定避難所となっている小学校２カ所

に、マンホールトイレの整備を行い、避難所の防災機能の向上を図ります。 

また、総合防災訓練等で、マンホールトイレの設置訓練を行うことで、市民の防

災意識の向上も図ります。 

○事業概要 

１ 場所 

白石第一小学校、白石第二小学校  

２ 整備内容 

（１） マンホールトイレ５基（うち、１基は車いす用トイレ） 

（２） 防災倉庫 １棟 など 

［歳入］ 国庫支出金 

           防災・安全社会資本整備交付金       １５,０００千円 

     市債 

            都市防災総合推進事業債         １５,０００千円 

［歳出］ ８款 土木費  ４項 都市計画費  ５目 都市防災費 

          ２事業 都市防災総合推進事業 

    １３節 委託料                ２，９００千円 

    １５節 工事請負費             ２７，３００千円 

                      合計  ３０，２００千円 
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担当：総務部財政課

、

令和２年度当初予算の主要事業

一般会計等 （単位：千円）

事 業 名 金 額

○白石学びの環境づくり事業
　（学力向上プロジェクト事業の充実）

12,226

○外国語・国際理解教育推進事業 34,227

○（仮称）白石市子育て世代包括支援センター整備事業 4,010

○いきいき百歳体操事業 856

○働き世代から始める健康づくり推進事業
4,294

○スマートインターチェンジ整備事業 14,604

令和２年度　当初予算概要

令和２年度一般会計当初予算は、141億511万1千円。前年度当初予算に比べ、

3,022万1千円（△0.2％）の減となっており、５年連続のマイナス予算となりま

した。

これは、保育所等整備事業、ふるさと納税推進事業、幼児教育・保育の無償化

に係る経費などの増加はあるものの、６次産業チャレンジ法人支援事業などの

地方創生推進交付金事業、地方道路整備事業、中河原白石沖線街路事業、白石

スキー場整備事業（辺地対策事業）に係る経費などの減少によるものです。

　主な事業の詳細は別紙１から６のとおりです。
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［別紙１］
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

白石学びの環境づくり事業

（学力向上プロジェクト事業の充実）

担当：教育委員会学校管理課 

今年度からスタートした「白石市学力向上プロジェクト」において、授業改善等の

様々な取組を行ってまいりましたが、その効果の検証を行う中で明らかとなった本市

の課題を克服し、本事業のさらなる充実と発展のため、新たに以下の事業を実施しま

す。 

○事業概要 

１ 文部科学省職員の招へい 

  埼玉県と共同で実施している白石市学力・学習状況調査の結果の効果的な活用

を図るため、埼玉県学力調査の開発に携わった文部科学省職員を招へいして、教

員を対象とする研修会を年３回実施します。 

２ 教育アドバイザーの委託 

  教育アドバイザーを委託し、実践事例に基づいた教員研修を行うとともに、授

業改善へのアドバイスをいただくことで、本市の課題である国語科における読解

力向上を図ります。 

３ 暗唱読本の作成 

市内全保育園・幼稚園児、小・中学校児童生徒へ配布し、各園、学校において

暗唱の時間を設け活用します。言葉や文章の音読をとおして語彙や言葉のリズム

感などの表現力や思考力を養うことを目的とします。読本は、保育園・幼稚園用

と小・中学校用の２種類を作成します。 
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［歳入］ 県支出金 

      学力向上マネジメント支援事業委託金     ５，０００千円 

［歳出］１０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

        ７事業 学力向上プロジェクト事業 

     ７節 報償費                   ２７千円 

     ８節 旅 費                   ８３千円 

１０節 需用費 ３，４５８千円 

１２節 委託料                ８，３８３千円 

             学力調査業務委託料          ３，６８２千円 

        白石市学力・学習状況調査業務委託料    ６９１千円 

        校内実力テスト実施委託料       ３，５１０千円 

        教育アドバイザー業務委託料        ５００千円 

１３節 使用料                  ２７５千円 

合計 １２，２２６千円 
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［別紙２］
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

外国語・国際理解教育推進事業

担当：教育委員会学校管理課 

グローバル化の進展により、日本を取り巻く環境が著しく変化している中で、持続

可能な社会を構築するためには、世界の国々と共に考え、行動することが重要となっ

ています。   

本市の将来を担う子供たちが、他国との歴史や文化の相違を理解・尊重し、共に生

きる力、コミュニケーション能力を身に付けることをねらいとし、本事業を実施しま

す。 

○事業概要 

１ 外国語指導助手（ＡＬＴ）の増員 

２ 英語検定受験料に対する補助（新規事業） 

３ 中国上海への中学生派遣（新規事業） 

４ オーストラリアへの中学生派遣（継続 総務課予算） 

１ ＡＬＴの増員について 

令和元年度はＪＥＴプログラムによるＡＬＴ３名と市直接雇用１名の計４名

を採用し、小・中学校における外国語活動、英語科の授業において、日本人教師

とのティームティーチングによる活用を図ってまいりました。現在、小学校では

３年生以上の外国語活動においてＡＬＴを活用していますが、令和２年度から１

名増員することで、低学年においても生活科等の時間を利用し、国際交流活動を

行います。また、市内保育園・幼稚園へ年３回ＡＬＴを派遣し、交流活動を行っ

ていますが、公立幼稚園への派遣回数を年１０回程度に増やします。ゲームなど

のアクティビティをとおして、幼児期、低学年から異文化に触れる機会を増やし、

外国語（英語）によるコミュニケーションができる児童生徒の育成を図ります。

２ 英語検定受験料に対する補助について 

年３回実施される「実用英語技能検定」の２級から５級までの受験料の 1/2 を

市が補助します。補助対象は小学１年生から中学３年生までとし、受験回数の制

限は設けず、受験料の負担を軽減することで、英語の学習意欲の向上を図ります。
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３ 中国・上海への中学生派遣について 

中国最大の経済都市である上海へ、本市の中学生８名を派遣する予定です。現

地の学校での交流活動やホームステイ、企業訪問等をとおし、異文化に対する理

解を深め、多様な価値観や国際的な広い視野を持つ生徒の育成を図ります。派遣

に係る業務については、本市のインバウンド誘致事業において連携を図っている

一般社団法人宮城インバウンドＤＭＯへ業務委託を行います。 

４ オーストラリアへの中学生派遣事業 

  令和２年度も今年度同様、中学２年生８名を派遣する予定です。日本と親交が深

いカウラ市において現地の学校での体験入学、ホームステイを行います。 

［歳入］ 諸収入 

           中学生中国派遣事業保護者負担金          ４００千円 

      英語検定受験料保護者負担金            ４８０千円  

［歳出］ １０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

        ２０事業 外国語・国際理解教育推進事業 

      １節 報  酬               １１，５５１千円 

      ３節 職員手当                  ２０３千円 

      ４節 共 済 費                ３，６３２千円 

      ８節 旅  費                  １８４千円 

１０節 需 用 費                    ９千円 

１１節 役 務 費                   ８１千円 

１２節 委 託 料               １２，８１１千円 

              外国語指導助手派遣業務委託料      ９，４９９千円 

         英語検定受検業務委託料           ９６０千円 

         中学生中国派遣業務委託料        ２，３５２千円 

     １３節 使 用 料                               １，４１８千円 

     １８節 負 担 金                  ２３３千円 

合計 ３０，１２２千円 

   ２款 総務費  １項 総務管理費 １６目 国際交流費 

        ２事業 国際交流事業費 

   １８節 負 担 金                ４，１０５千円 
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［別紙３］
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

（仮称）白石市子育て世代包括支援センター整備事業

担当：保健福祉部健康推進課 

地域のつながりの希薄化に伴い、妊産婦の孤立が進み、子育てに対する不安感や

負担感が高まっています。こうした社会情勢を背景に、母子保健施策と子育て支援

施策の一体的な提供を通じて、妊産婦及び乳幼児並びにその保護者の生活の質の改

善・向上や胎児・乳幼児にとって良好な生育環境の実現・維持を図るため、平成２８

年６月の児童福祉法の一部を改正する法律により、各市町村に「子育て世代包括支援

センター」を設置することが、努力義務と規定されました。 

そのため、本市では、子育て支援の新たな拠点となる「（仮称）白石市子育て世

代包括支援センター」の令和２年度内の設置に向けて準備を進め、母子保健施策と

子育て支援施策の一体的な提供体制を構築することで、子育て世帯がいきいき暮ら

すことができるよう、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を目指します。 

○事業概要 

１ 実施場所 

白石市健康センター 

２ 事業開始 

令和３年３月(予定) 

［歳入］ 国庫支出金 

           子ども・子育て支援交付金         １，３３３千円 

     県支出金 

           子ども・子育て支援交付金         １，３３３千円 

［歳出］ ４款 衛生費  1 項 保健衛生費  ２目 健康センター費 

        ２事業 一般管理的経費 

    １４節 工事請負費              ２，６５７千円 

    １７節 備品購入費              １，３４３千円 

     ４款 衛生費  1 項 保健衛生費  ３目 予防費 

        ６事業 母子保健事業 

１０節 需用費                   １０千円 

                                          合計 ４，０１０千円 
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［別紙４］ 
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

いきいき百歳体操事業

担当：地域包括支援センター 

いきいき百歳体操は、高齢者がいきいきと健康で元気に暮らすことができるよ

う、介護予防を目的として始まった体操です。 

本市では、誰でも参加でき、楽しく継続していけるよう、市民が主体となって、

それぞれがグループをつくって、自主的に取り組んでいます。 

平成２７年度から取り組み始めたこの体操は、平成３０年度の「いきいき百歳体

操大交流会」の報道をきっかけに活動が広がり、昨年度末の１３団体・参加者１７

６人から、現在は２２団体・参加者約３５０人までに増え、市民自らの手による介

護予防事業として、市民の介護予防への意識づけに大きな影響を与えております。 

 令和２年度には、さらに多くの市民の方にこの取り組みを知っていただけるよ

う、宮城県と共催で行う講演会を企画しており、また、９月の大交流会に向けて、

団体の方々が中心になって準備を行っていきます。 

 本市では、今後とも団体に対する活動支援を行い、高齢者が、いきいきと健康で

元気に暮らすことができるよう、介護予防施策を推進し、健康寿命の延伸を図りま

す。 

〇事業概要 

１ いきいき百歳体操応援事業 

百歳体操を活用し通いの場を開催する団体（４人以上）に対して、百歳体操の

方法、体力測定などをサポート 

いきいき百歳体操参加団体は、２２団体、約３５０名（令和２年１月現在） 

２ ボランティアサポーター（初級・中級・上級）養成講座 

３ マイスターフォローアップ講座 

４ いきいき百歳体操大交流会 

マイスターと各団体会員の有志による実行委員が主催で、年１回開催 
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［歳入］＜介護保険特別会計＞ 

     保険料（第１号被保険者保険料）         １９７千円 

     国庫支出金（地域支援事業交付金）        ２１４千円 

     支払基金交付金                 ２３１千円 

県支出金（地域支援事業交付金）         １０７千円 

繰入金（地域支援事業交付金）          １０７千円 

                          合計 ８５６千円 

［歳出］ ＜介護保険特別会計＞ 

３款 地域支援事業費    ２項 一般介護予防事業費  

１目 一般介護予防事業費 ２事業 一般介護予防事業費 

       ７節 報償費                  ６７５千円 

    １０節 需用費                   ９０千円 

    １１節 役務費                   ２４千円 

    １３節 使用料及び賃借料              ６７千円 

                                合計 ８５６千円 
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［別紙５］
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

働き世代から始める健康づくり推進事業

担当：保健福祉部健康推進課 

本市は、生活習慣病の有病率が高く、メタボの割合も県平均より高いことから１人

当たりの医療費も県内でも上位となっています。 

第２次白石市健康プラン２１（中間評価）策定（平成３１年３月改訂）時の「ここ

ろと身体の健康づくり支援のためのアンケート調査」によると、６０歳～６９歳以上

の市民は「健康の維持、増進のために運動を実施している人」が５０％以上であるの

に対し、２０歳～５９歳は４０％前後にとどまっていることが分かっています。 

本市では、新規事業として仙台大学と連携し「働き世代から始める健康づくり推進

事業」を立ち上げ、健康指導や運動教室を共同で実施することで、働き盛りの現役世

代が早い段階から正しい生活習慣と運動習慣を身に付けられるよう取り組んでいき

ます。 

このような取組により、市民の生活習慣病の発症予防、重症化防止に努め、健康寿

命の延伸を目指すとともに、財政的には将来の医療費の削減を目指します。 

○事業概要 

市内事業所の従業員等（20～60 歳代）を対象に、健康指導及び運動教室（健康教

室）を仙台大学と共同で実施する。 

［歳入］ 国庫支出金 

           地方スポーツ振興費補助金           ４，０００千円 

［歳出］ ４款 衛生費  １項 保健衛生費  ３目 予防費 

        ５事業 成人保健推進事業 

     ８節 旅費                      ４４千円 

１０節 需用費                    ２５０千円 

    １２節 委託料 

             働き世代から始める健康づくり推進業務委託料           

４，０００千円 

                                                合計 ４，２９４千円
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［別紙６］
令和２年２月議会 記者会見資料 

令和２年度当初予算関係 

スマートインターチェンジ整備事業

担当：建設部建設課 

 白石市の新たなヒト・モノの流れを生み出す施策として、企業活動の支援や観光振

興、地域医療の充実など多様な効果が期待できる「(仮称)白石中央スマートインター

チェンジ」の整備は、昨年９月にその必要性が認められ、国の準備段階調査に採択さ

れました。 

本市が、将来にわたり持続可能であり続けられるためには、地域間のネットワーク

を強化するための幹線道路をはじめとする社会基盤整備が必要不可欠であり、特に、

スマートインターチェンジの整備は、交流人口や関係人口の拡大と円滑な物流の確保

など、地域間の相互連携により相乗効果を生み出す「地域活性化の起爆剤」と考えて

おり、地元企業からも大きな期待が寄せられています。 

「（仮称）白石中央スマートインターチェンジ」が整備されれば、東北縦貫自動車

道のさらなる有効活用が図られ、新たな企業誘致の実現をはじめ、中心市街地の活性

化や観光振興、災害支援など、さまざまな効果が期待できることから、引き続き関係

機関と協議を進め早期事業化を目指します。 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費  １目 道路橋梁総務費 

        ３事業 スマートインターチェンジ整備事業 

     ７節 報償費                   ５０千円 

     ８節 旅費                   ８７６千円 

    １０節 需用費                   ４０千円 

    １１節 役務費                   ２０千円 

    １２節 委託料               １３，６１８千円 

             土地利用基礎調査業務委託料 

                                             合計 １４，６０４千円 
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令和２年２月 定例記者会見資料 

市税（料）のスマートフォンアプリを利用した

収納の開始について

担当：収納管理室   

 白石市では１２月１日より水道料金・下水道使用料のスマートフォンアプリ

を利用した収納を開始していますが、市税（料）についても４月１日より収納

を開始します。 対象税目は、市県民税（普通徴収分）、固定資産税、軽自動

車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料です。    

 使用可能なアプリは水道料金・下水道使用料と同じ支払秘書、ＰａｙＢ、Ｌ

ＩＮＥ Ｐａｙ請求書支払い、ＰａｙＰａｙの４種類となっております。 

 なお、スマートフォンアプリを利用した収納では、領収証書は発行されませ

ん。アプリの取引履歴等により確認いただくようになります。 

 軽自動車の車検等で領収証書が必要な場合は、金融機関やコンビニエンスス

トアで納付してください。
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